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富
山
県
農
業
振
興
賞

受
賞
者
の
ご
紹
介

富
山
県
農
業
振
興
賞

受
賞
者
の
ご
紹
介

平成29年度
《
米
部
門
・
種
子
生
産
者
》

○
松
本
　
昌
保
（
北
部
支
店
）

　

水
稲
種
子
生
産
は
昭
和
37
年
か
ら
開
始
し

て
お
り
、
他
県
か
ら
の
受
託
品
種
や
地
元
の

品
種
構
成
面
積
の
調
整
に
寄
与
す
る
な
ど
、

日
方
江
地
区
の
中
心
的
な
種
子
生
産
者
と
し

て
活
躍
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
功
績
が
あ
っ
た
方
々
を
称
え

る
「
平
成
二
十
九
年
度
富
山
県
農
業
振
興
賞

受
賞
」
の
表
彰
式
が
二
月
九
日
に
富
山
県
庁

四
階
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
当
農
協
管
内
か
ら

三
名
の
方
々
と
二
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
受
賞
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を

祈
願
い
た
し
ま
す
。

《
園
芸
部
門
・
生
産
者
》

○
石
田
　
昭
輝
（
呉
羽
支
店
）

　

呉
羽
梨
専
業
で
住
吉
地
区
に
お
い
て
優
良

品
種
導
入
や
土
づ
く
り
の
推
進
、
有
利
販
売

実
践
等
、
他
農
家
の
見
本
と
な
る
経
営
を
実

践
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
産
地
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
黒
星

病
の
対
策
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組

み
、
減
収
率
は
産
地
平
均
を
大
幅
に
下
回
る

な
ど
、
他
の
生
産
者
の
模
範
と
な
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。

《
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
部
門
》

○
農
事
組
合
法
人
　
お
お
し
ま（
東
部
支
店
）

　

法
人
化
を
機
に
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
に
な
ら

れ
、
特
別
栽
培
米
（
Ｂ
Ｌ
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
の

生
産
を
開
始

す
る
と
と
も

に
、
畦
畔
の

機
械
除
草
な

ど
、農
地
・
水

環
境
保
全
対

策
に
取
り
組

ま
れ
、
近
隣

農
業
者
の
模

範
と
な
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

《
複
合
経
営
部
門
》

○
農
事
組
合
法
人
　
は
っ
ち
ょ
う

　（
和
合
支
店
）

　

営
農
組
合
の
経
営
に
園
芸
作
物
の
白
ね
ぎ

を
導
入
し
、
米
価
下
落
に
対
応
し
た
収
益
性

確
保
や
女
性
活
躍
の
場
の
創
出
を
図
る
モ
デ

ル
的
な
複
合
経
営
体
で
す
。

　

ま
た
、
白
ね
ぎ
作
付
予
定
ほ
場
で
は
前
年

秋
の
排
水
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

取
り
組
み
は
周
辺
の
白
ね
ぎ
生
産
者
へ
の
見

本
と
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

《
指
導
者
部
門
》

○
吉
井
　
孝
雄
（
南
部
支
店
）

　

富
山
市
老
田
地
域
の
農
業
指
導
者
と
し
て

当
地
域
で
初
め
て
の
協
業
経
営
組
織
を
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
設
立
後
は
、
組
合
長
と
し
て

経
営
発
展
に
尽
力
し
、
園
芸
作
物
、
水
稲
直

播
の
導
入
や
法
人
化
を
進
め
、
モ
デ
ル
経
営

体
と
し
て
地
域
農
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
改
良
区
理
事
や
農
協
支
店
運

営
委
員
を
務
め
、
地
域
農
業
者
に
対
し
て
農

地
利
用
や
組
織
運
営
等
を
助
言
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
。
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二
月
十
四
日（
水
）～
十
五
日（
木
）、
な
の
は
な
農
協
担
い

手
協
議
会
（
西
村　

勉 

会
長
・
会
員
67
名
）
の
県
外
視
察

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
株
式
会
社
ク
ボ
タ
の
堺
製
造
所
と
岐
阜
県
揖
斐
郡

の
Ｊ
Ａ
い
び
川
を
研
修
し
ま
し
た
。

　

堺
製
造
所
は
、
昭
和
12
年
か
ら
の
歴
史
の
あ
る
製
造
所
で

主
に
ト
ラ
ク
タ
ー
や
エ
ン
ジ
ン
が
製
造
さ
れ
て
お
り
５
原
則

（
原
理
、
原
則
、
現
場
、
現
実
、
現
物
）
の
理
念
の
も
と
職

員
の
仕
事
に
対
す
る
創
意
工
夫
の
姿
勢
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
い
び
川
は
、
Ｊ
Ａ
な
の
は
な
と
同
じ
く
加
工
業
務
野

菜
（
キ
ャ
ベ
ツ
、
玉
ね
ぎ
）
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
説
明
を

受
け
た
あ
と
会
員
と
積
極
的
に
意
見
交
換
し
課
題
等
を
話
し

ま
し
た
。

　

西
村
会
長
は
、
今
回
の
研
修
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
今

後
の
活
動
に
活
か
し
た
い
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
頃
の
農
協
事
業
や
女
性
部
活
動
に
相
互
理
解
を
深
め
る

た
め
に
話
し
合
う
農
協
役
職
員
と
の
懇
談
会
が
、
二
月
十
六

日
、
本
店
第
一
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
女
性
部
支
部
長

と
室
井
組
合
長
を
は
じ
め
舘
盛
専
務
、
西
尾
常
務
、
各
部
課

長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
か
ら
、
○
今
春
よ
り
稼
働
す
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
は

手
探
り
状
態
だ
が
早
急
に
方
向
性
を
見
つ
け
、
安
心
安
全
な

野
菜
や
共
同
購
入
の
商
品
を
使
っ
た
料
理
を
提
供
し
、
な
の

は
な
農
協
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。○
共
同
購
入
の
商
品
は
、

も
っ
と
皆
さ
ん
に
普
及
す
る
よ
う
に
窓
口
で
も
ア
ピ
ー
ル
し

て
ほ
し
い
。
○
女
性
部

活
動
に
お
い
て
職
員
や

そ
の
家
族
に
も
協
力
し

て
貰
え
た
ら
部
員
増
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
○
支
店
の
雰
囲
気
が

す
ご
く
良
い
。
○
共
済

の
推
進
が
と
て
も
分
か

り
や
す
く
親
切
だ
っ
た

○
旧
支
店
の
そ
の
後
は

ど
う
な
る
の
か
。
な
ど

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。室
井
組
合
長
、

担
当
部
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
回
答
を
も
ら
い
、
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

県
外
視
察
研
修
会

県
外
視
察
研
修
会

な
の
は
な
農
協
担
い
手
協
議
会

な
の
は
な
農
協
担
い
手
協
議
会

JAなのはな

開 

催

「
富
富
富
」

「
富
富
富
」

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会

設
立
総
会
及
び
栽
培
研
修
会

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会

設
立
総
会
及
び
栽
培
研
修
会

女
性
部
と

役
職
員
と
の
懇
談
会

女
性
部
と

役
職
員
と
の
懇
談
会

女性の声を
農協運営に！

　

富
山
米
新
品
種
「
富
富
富
」
の
栽
培
技
術
の
向
上
と
ブ
ラ

ン
ド
化
に
向
け
た
取
組
の
実
践
を
推
進
す
る
た
め
、
二
月

二
十
日
に
な
の
は
な
農
協
本
店
で
Ｊ
Ａ
な
の
は
な「
富
富
富
」

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
の
設
立
総
会
と
栽
培
研
修
会
が
開

催
さ
れ
、
管
内
の
登
録
生
産
者
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
の
会
長
に
は
、（
農
）
八
幡
営
農
の
辻
井
庄
作
さ

ん
（
和
合
支
店
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

栽
培
研
修
会
で
は
、
富
山
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
農
業
普
及

課
・
池
原
課
長
と
富
山
北
部
班
・
城
岸
係
長
が「
富
富
富
」の

生
産
対
策
や
安
定
生
産
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
当
農
協
・
営
農
部
営
農
企
画
課
よ
り
「
富
富
富
」

の
今
後
の
栽
培
に
向
け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

　

生
産
者
か
ら
は
、
栽
培
方
法
等
に
つ
い
て
の
意
見
が
多
く

出
さ
れ
ま
し
た
。

役職員と話し合う女性部員

会長に就任された（農）八幡営農の辻井庄作さん

研修会に参加された生産者

株式会社クボタ堺製造所にて

JAいび川で研修を受ける参加者
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二
月
七
日
、
呉
羽
梨
選
果
場
の
梨
会
館

で
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
事
業
報
告
を

は
じ
め
と
す
る
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
土
田
場
長
が
挨
拶
さ
れ
、

続
い
て
な
の
は
な
農
協
の
室
井
組
合
長
が

祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
初
選
果
は
、
八
月
十
二
日
で

前
年
よ
り
７
日
遅
く
平
年
並
み
と
な
り
ま

し
た
。
心
配
さ
れ
て
い
た
黒
星
病
の
発
生

は
、
生
産
者
の
皆
様
の
徹
底
し
た
対
策
に

よ
り
少
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
台
風
の
被
害
は
、「
新
興
」
で
約
３

ｔ
近
い
落
果
被
害
が
あ
り
ま
し
た
が
全
体

を
通
し
て
大
き
な
被
害
も
な
く
収
穫
を
終

え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
、
販
売
額
は
６
億
円
（
前
年
対
比

98
％
）
出
荷
量
は
２
，
０
６
６
ｔ
（
前
年

対
比
95
％
）で
あ
り
ま
し
た
。品
質
も
上
々

で
あ
り
消
費
者
か
ら
も
好
評
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
年
次
変
動
の
激
し
い
デ
リ
ケ
ー
ト

な
作
物
で
あ
り
ま
す
が
、
三
十
年
度
に
お

い
て
も
高
品
質
で
収
穫
量
の
増
大
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

な
の
は
な
農
協
女
性
部

（
谷
井
悦
子
部
長
）
で
は
、

二
月
二
十
一
日
に
本
部
役
員
、

二
十
三
日
に
呉
羽
支
部
役
員

が
厚
生
産
業
・
木
村
さ
ん
の

指
導
の
も
と
塩
切
り
麹
と
地

元
の
大
豆
を
使
い
、
古
洞
の

森
加
工
棟
で
味
噌
作
り
講
習

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

蒸
し
て
や
わ
ら
か
く
な
っ

た
大
豆
と
塩
切
り
麹
を
混
ぜ

て
つ
ぶ
し
、
お
盆
過
ぎ
ま
で

冷
暗
所
に
保
管
す
る
と
、
味

噌
が
で
き
ま
す
。
参
加
者
か

ら
は
「
意
外
に
簡
単
」「
食

べ
る
の
が
楽
し
み
」「
地
元

の
大
豆
と
国
産
の
麹
で
安

心
」「
来
年
も
み
ん
な
で
作

り
た
い
」
と
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
部
員
が
持
ち
寄
っ

た
漬
物
や
煮
物
も
食
べ
、「
懐

か
し
い
」「
お
い
し
い
」「
作

り
方
は
？
」
と
情
報
交
換
し

て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

呉
羽
梨
選
果
場

通
常
総
会

呉
羽
梨
選
果
場

通
常
総
会

なのはな
農協

塩
切
り
麹
で

簡
単
味
噌
作
り
講
習
会
！

塩
切
り
麹
で

簡
単
味
噌
作
り
講
習
会
！

大豆と塩切り麹を混ぜてつぶす（本部役員）樽に移し替え（本部役員）

塩を入れて最後の仕上げ（呉羽支部）みんなでお昼ごはん（呉羽支部）

室井組合長のあいさつ 梨生産者の皆様
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低
温
や
け
ど
を
防
ぐ

佐
久
総
合
病
院
名
誉
院
長
：
松
島　
松
翠

御
隠
居
・
・
熊
さ
ん
、
所
得
税
の
申
告
は
済
ん

だ
の
か
い
？

熊
さ
ん
・
・
も
ち
ろ
ん
で
や
ん
す
よ
。
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w.nta.go.jp

）
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申
告
デ
ー

タ
を
作
っ
て
、
そ
の
ま
ま
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
（
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
で
申
告
し

た
で
や
ん
す
。

御
隠
居
・
・
ほ
お
〜
。
さ
す
が
は
、
熊
さ
ん
。

熊
さ
ん
・
・「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
利
用
す
る
と
計
算
誤
り
が
な
い
し
、
基
本

的
な
誤
り
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
か
ら
便
利
で

簡
単
で
や
ん
し
た
よ
。
あ
っ
し
で
も
作
る
こ

と
が
で
き
た
で
や
ん
す
か
ら
。

御
隠
居
・
・
・
と
こ
ろ
で
熊
さ
ん
、
消
費
税
の

申
告
も
必
要
だ
と
言
っ
て
お
ら
ん
か
っ
た
か

の
う
？

熊
さ
ん
・
・
そ
う
で
や
ん
す
。
平
成
27
年
分
の

課
税
売
上
高
が
一
千
万
円
を
超
え
た
の
で
、

平
成
29
年
分
で
は
、
消
費
税
の
確
定
申
告
を

す
る
必
要
が
あ
る
ん
で
や
ん
す
。

御
隠
居
・
・
で
も
、
昨
年
の
年
末
に
、
平
成
29

年
分
の
課
税
売
上
高
は
一
千
万
円
を
超
え
そ

う
に
な
い
と
言
っ
て
お
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
。

熊
さ
ん
・
・
御
隠
居
。
も
し
か
し
て
、
あ
っ
し

を
試
し
て
お
ら
れ
る
ん
で
や
ん
す
か
？

御
隠
居
・
・
な
、
な
ん
で
そ
う
思
う
ん
じ
ゃ
。

熊
さ
ん
・
・
消
費
税
の
場
合
、
た
と
え
平
成
29

年
分
の
課
税
売
上
高
が
一
千
万
円
以
下
で
も
、

平
成
27
年
分
の
課
税
売
上
高
が
一
千
万
円
を

超
え
て
い
る
と
、
平
成
29
年
分
の
課
税
事
業

者
と
な
り
や
ん
す
か
ら
、
消
費
税
の
確
定
申

告
が
必
要
で
や
ん
す
よ
。

御
隠
居
・
・
う
む
。
見
事
な
説
明
じ
ゃ
。
そ
う

す
る
と
消
費
税
の
確
定
申
告
も
、
も
う
済
ま

し
た
と
い
う
こ
と
か
の
う
？

熊
さ
ん
・
・
そ
う
で
や
ん
す
。
所
得
税
と
同
じ

よ
う
に
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確
定
申
告
書
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成
コ
ー
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ー
」

で
消
費
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の
申
告
デ
ー
タ
を
作
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て
、
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
し
た
で
や
ん
す
。

御
隠
居
・
・
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で
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熊
さ
ん
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ー
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ね
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・
御
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た
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ん
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ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ

で
申
告
し
た
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で
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人
確
認
書
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・
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・
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２
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・
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署
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費
税
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費
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個
人
事
業
者
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申
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隠
居
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産地として選ばれる「なのはな米」
１等比率９５％以上を達成しよう!!
産地として選ばれる「なのはな米」
１等比率９５％以上を達成しよう!!

春の土づくり春の土づくり春の土づくり春の土づくり１１１１

～ＪＡなのはな米品質向上運動実践中～～ＪＡなのはな米品質向上運動実践中～

（１）土壌改良資材の施用で不足養分を補給

春の雑草防除対策春の雑草防除対策春の雑草防除対策春の雑草防除対策２２２２
斑点米の原因となるカメムシ類は雑草に卵を産んで越冬します。例年、斑点米の発生が多い地域では、
幼虫が発生する４月下旬までに次の雑草防除対策を行いましょう。
●草　刈　り　…　幼虫の餌となるイネ科雑草に穂がつかないよう草刈りをしましょう。
　　　　　　　　　（※　耕起や畦塗りも雑草対策に効果的）
●除草剤散布　…　イネ科雑草が多発している畦畔等に除草剤を散布しましょう。

春の農作業安全対策春の農作業安全対策春の農作業安全対策春の農作業安全対策３３３３
３～４月は農作業が本格的に始まります。この時期は、トラクター等農業機械による農作業事故が多
く発生しています。
慣れやちょっとした油断が事故につながります。作業前に安全対策を徹底しましょう。

トラクターの速度を落として耕起し、
作土層 15cm以上を確保しましょう。
作土層が深い圃場はプラウ等を利用し、

「現状プラス３cm」をめざしましょう。

（２）深耕しで根域を拡大

【
主
な
土
壌
養
分
の
効
果
】

稲
の
体
質
改
善

資材名

珪酸石灰

シンキョーライトＰ

シリカロマン

アサヒニューテツ

１００～２００

４０～　６０

６０～１００

１００～１５０

葉や稈が丈夫になり、倒伏やいもち病に対する抵抗力が
増大。

砂質浅耕土等の鉄分不足圃場での秋落ちを防止。
ごま葉枯病抑制にも効果的。

溶出に優れた珪酸分が配合。
倒伏軽減・病害虫の被害軽減に役立つ。

含有成分のゼオライトは保肥力を高める効果がある。

施用量（kg/10a） 特　　　性

表　土壌改良資材の施用の目安

使用時期

雑草生育期

除草剤名

バスタ液剤 又は ザクサ液剤

ラウンドアップマックスロード

使用回数

２回以内

２回以内

農業機械名

トラクター

耕耘機

刈払機（草刈機）

主な事故様態

①作業機に挟まれる（作業機取替時の落下等）
②乗降時にステップで滑り転倒
③走行中の転落・転倒　など
①バック時の押しつけ・巻き込み
②運搬車への積み降ろし時に落下
③作業中の転倒　など

①斜面・法面での作業姿勢が不安定による転倒
②刈り刃などの回転による物の飛散、キックバック
③エンジンを止めずに回転刃に絡まった草の除去時　など

■農業機械による主な事故様態

○作業機の着脱は機械を固定して行う。
○昇降路を上がる手前で一旦停止し、必ず左
右のブレーキペダルを連結する。

○降車時は降りる場所の安全を確認し、ゆっ
くり後ろ向きに降りる。

■安全対策のポイント

ト
ラ
ク
タ
ー

刈
　払
　機

耕
　耘
　機

共
　
　
　通

○バックする際は、必ず後ろを振り返り、障
害物がないか確認する。

○固い土を耕耘する時は、ロータリーの回転
数を落とし、一気に深耕しをしない。

○体を保護するゴーグルや安全靴の着用、飛
散防止カバー等の防護策を徹底する。

○草刈前に草むらに隠れている構造物や切り
株、大きな石、空き缶などの障害物を確認
する。

○適正な服装や保護具を着用する。
○機械を点検・修理する際は、
必ずエンジンを止めてから行う。

土壌改良資材は、継続して施用することで効果が発揮されます。
昨年秋に施用できなかった場合は、春に必ず施用しましょう。

高品質で美味しい米を安定的に生産するためには、土台となる「土づくり」が重要
です。
一方、昨年実施した土壌分析の結果では、管内の水田土壌は、堆肥等施用により腐
植含量は概ね適正水準に達しているものの、酸性化が進み、水稲の生育に必要な養分
（特に珪酸やカリ）が目標値を下回る圃場が多く見受けられます。
秋に土づくりができなかった圃場では、『春の土づくり』として、水稲作付け前に、

土壌改良資材の施用等により、必要な養分を確実に補給しましょう。

（原稿提供：富山農林振興センター）

収
量・品
質
の
向
上

珪酸  ・受光体勢向上による光合成促進
・耐倒伏性、病害抵抗性の向上
・割籾発生抑制（斑点米防止）

・収量向上
　（デンプン蓄積促進等）

・根腐れの防止
・ごま葉枯病等の発生抑制

カリ 

鉄分 

・栽培管理情報
・緊急的な気象情報や災害防止対策、
　栽培管理等の情報
・その他必要と思われる情報

〈情報提供内容〉
★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★★なのはな農協では、皆様に電子メールによる営農情報の提供を行っています★

★営農情報提供サービスへの　
　ご登録はこちらから☞

（QRコードにスマホ等をかざして
　必要な情報を登録してください）

※登録は
　無料です

【深耕の効果】
・硬くなった耕盤を壊し、

透水性が良好に。
（根腐れ防止）
・根張りが良くなり、収

穫まで稲活力を維持。

光合成
促進　

カメムシ
被害軽減

倒伏に　
強くなる 病気に　

強くなる

ヒヤリ、ハッとしたこと
ありませんか？

作業の前に安全対策を!!
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ご　案　内

『水稲基本防除が変更になります』

近年、紋枯病とカメムシによる品質低下が増加しております。
そこで平成３０年産米より紋枯病及びカメムシ防除を徹底するため、
下記の通り苗箱施薬剤及び水稲基本防除を変更します。
なのはな米品質向上のためにご理解ご協力をお願いします。

新規箱施薬剤について

箱施薬剤変更にともなう水稲基本防除について

穂ばらみ期＋穂揃期＋傾穂期（早生は必須、その他品種はカメムシ多発時等散布）

※水稲基本防除農薬の注文書につきましては、4月以降の配布になります。

穂揃期＋傾穂期

ブラシンバリダ粉剤DL
又は

ブラシンバリダフロアブル

ビームキラップジョーカー粉剤DL
又は

ビームキラップジョーカーフロアブル

トレボンスター粉剤DL
又は

トレボンスターフロアブル

穂ばらみ期 穂　揃　期 傾穂期（早生は必須）

散布なし
ビームキラップジョーカー粉剤DL

又は
ビームキラップジョーカーフロアブル

トレボンスター粉剤DL
又は

トレボンスターフロアブル

穂ばらみ期 穂　揃　期 傾穂期（全品種必須）

今までの体系

新体系

【エバーゴルワイド箱粒剤】
使用時期：播種時～移植当日
対象病害虫：紋枯病・いもち病・白葉枯病
　　　　　イネドロオイムシ・イネミズゾウムシ・ニカメイチュウ・フタオビコヤガ・ウンカ類

−8− No.288 平成30年３月１日発行



知識の泉・豊かな心とくらしに「家の光図書」おすすめします
お申し込みは、
最寄りの支店へ

素
材
合
わ
せ
や
香
り
、
見
た
目
な
ど
、
す
べ

て
が
〝
あ
た
ら
し
い
〞
絶
品
マ
フ
ィ
ン
42
品
。

人
気
の
作
り
手
に
よ
る
斬
新
で
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
あ
ふ
れ
る
と
っ
て
お
き
レ
シ
ピ
。

難
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
〝
薬
膳
〞
を
マ
ン
ガ
で

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
入
門
書
。
気
に
な

る
症
状
に
効
果
的
な
食
材
と
レ
シ
ピ
の
ほ
か

和
食
薬
膳
を
毎
日
の
食
卓
に
手
軽
に
取
り
入

れ
る
ア
イ
デ
ア
が
満
載
。
日
々
の
不
調
を
食

生
活
か
ら
ス
ッ
キ
リ
改
善
！

毎
日
お
弁
当
の
献
立
を
考
え
る
必
要
な
し
、

作
り
お
き
も
必
要
な
し
！
時
間
を
か
け
ず
に

お
弁
当
を
作
り
た
い
人
は
必
見
。
旬
の
素
材

を
使
う
の
で
飽
き
ず
に
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

る
、
画
期
的
な
お
弁
当
レ
シ
ピ
。
時
短
の
段

取
り
も
詳
し
く
掲
載
。

定価：1,000円＋税定価：1,400円＋税
マンガでわかる はじめての和食薬膳
おいしく食べる！からだに効く！

朝10分！考えないお弁当
作りおきなし！あたらしいマフィン

定価：1,300円＋税

材料（2人分）

キャベツとツナのサラダ
～アンチョビ風味

作り方

キャベツ・・・・・・・・・1/4個
ツナ缶・・・・・・・・・・・・・1缶
アンチョビフィレ・・・・3枚
ニンニク（みじん切り）
　　・・・・・・・・・・・小さじ1

トマト・・・・・・・・・・・1/2個
塩・こしょう・・・・・・・・適宜
オリーブ油・・・・・・・大さじ

キャベツが温かいうちにあえると味がよくなじみます。

❶フライパンにオリーブ油・ニンニク・アンチョビフィレ
を入れ、弱火で香りを出し、軽く油を切ってツナ缶を
入れ、火を止める。

❷鍋に湯を沸かし、塩少々を入れ、ざく切りにしたキャ
ベツをさっとゆでざるにあげる。

❸ボウルにキャベツを入れ、❶とあえて皿に盛り付ける。
トマトを飾り、こしょうを掛け出来上がり。

JOYFUL COOKING

ジョイフルクッキング

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヵ所あります。
間違っている部分を右下の枠内の数字で探しましょう。

（答は11Ｐ）　　　

まちがいさがしまま
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大学・短大・専門学校を平成31年３月卒業予定者を
対象に採用試験を実施します。

筆記試験日時 5月7日（月）

募 集 人 員 男女共若干名

会社説明会を開催します

詳細は本店総務課（TEL：076－438－2211）までお問い合わせ下さい。

新採用職員の募集について
開催日時
3月27日（火）・4月3日（火）
AM 10：00～　PM 1：30～　
各日2回　計4回実施

平　成
31年度

　
三
月
一
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し

た
の
で
ご
案
内
致
し
ま
す
。

金
融
共
済
部
部
長

　
斉
藤
　
仁
志

（
金
融
共
済
部
部
長 

兼 

融
資
運
用
課
課
長
）

八
尾
支
店 

支
店
長

　
近
藤
　
陽
一

（
中
部
支
店 

次
長 

貸
出
主
務
兼
事
故
担
当
）

金
融
共
済
部 

融
資
運
用
課
課
長

　
舘
　
　
賢
司（

八
尾
支
店 

支
店
長
心
得
）

北
部
支
店 

次
長 

営
農
指
導
員 

針
原
地
区
担
当

　
村
中
　
　
浩

（
南
部
支
店 

次
長 

貸
出
主
務
兼
事
故
担
当 

兼 

　
営
農
指
導
員 

老
田
地
区
担
当
）

中
部
支
店 

次
長
心
得 

貸
出
主
務
兼
事
故
担
当 

兼 

営
農
指
導
員 

広
田
・
豊
田
・
奥
田
地
区
担
当

　
三
枝
　
範
彦

（
中
部
支
店 

支
店
長
代
理 

営
農
指
導
員 

　
広
田
・
豊
田
・
奥
田
地
区
担
当
）

和
合
支
店 

次
長 

貸
出
主
務
兼
事
故
担
当 

兼 

営
農
指
導
員 

百
塚
・
金
山
新
地
区
担
当

　
志
賀
　
　
豊

（
和
合
支
店 

次
長 

営
農
指
導
員 

　
百
塚
・
金
山
新
地
区
担
当
）

南
部
支
店 

次
長 

貸
出
主
務
兼
事
故
担
当

　
安
倍
　
康
夫

（
水
橋
支
店 

次
長
心
得 

貸
出
主
務
兼
事
故
担
当
）

水
橋
支
店 

次
長 

貸
出
主
務
兼
事
故
担
当

　
久
保
　
　
毅

（
和
合
支
店 

次
長 

貸
出
主
務
兼
事
故
担
当
）

金
融
共
済
部 

貯
金
為
替
課

　
谷
為
　
る
り
子（

金
融
共
済
部 

共
済
課
）

金
融
共
済
部 

共
済
課 

主
任

　
鷹
栖
　
正
枝

（
金
融
共
済
部 
貯
金
為
替
課 

主
任
）

金
融
共
済
部 

共
済
課 
主
任

　
力
示
　
文
仁

（
金
融
共
済
部 
共
済
課
）

経
済
部 

農
業
機
械
課 

呉
羽
営
業
所 
主
任

　
長
木
　
裕
樹

（
経
済
部 

農
業
機
械
課 

呉
羽
営
業
所
）

東
部
支
店 

主
任 

購
買
兼
販
売
担
当

　
結
城
　
　
卓

（
東
部
支
店 

主
任 

購
買
担
当
）

東
部
支
店 

主
任 

共
済
担
当

　
中
山
　
奈
緒

（
東
部
支
店 

主
任 

貯
金
兼
貸
出
担
当
）

東
部
支
店 

貯
金
兼
貸
出
担
当

　
荒
川
　
瑞
妃

（
東
部
支
店 

渉
外
担
当
）

西
部
支
店 

貯
金
兼
貸
出
担
当

　
郷
　
　
智
英

（
経
済
部 

生
活
課 

兼 

仕
入
課
）

和
合
支
店 

支
店
長
代
理 

共
済
担
当

　
堀
　
　
敬
子

（
和
合
支
店 

支
店
長
代
理 

貯
金
兼
貸
出
担
当
）

和
合
支
店 

主
任 

購
買
兼
販
売
担
当

　
中
川
　
雅
勝

（
和
合
支
店 

購
買
兼
販
売
担
当
）

和
合
支
店 

貯
金
兼
貸
出
担
当

　
船
木
　
昌
代

（
和
合
支
店 

共
済
担
当
）

南
部
支
店 

支
店
長
代
理 

貯
金
兼
貸
出
担
当

　
前
田
　
紀
子

（
南
部
支
店 

支
店
長
代
理 

共
済
担
当
）

南
部
支
店 

共
済
担
当

　
堀
口
　
裕
世

（
南
部
支
店 

貯
金
兼
貸
出
担
当
）

南
部
支
店 

営
農
指
導
員 

老
田
地
区
担
当

　
木
下
　
朱
樹

（
南
部
支
店 

購
買
担
当
）

呉
羽
支
店 

支
店
長
代
理 

購
買
担
当

　
石
坂
　
忠
幸

（
東
部
支
店 

支
店
長
代
理 

購
買
兼
販
売
担
当
）

呉
羽
支
店 

貯
金
担
当

　
長
澤
　
朋
子

（
和
合
支
店 

貯
金
担
当
）

呉
羽
支
店 

貯
金
担
当

　
粟
島
　
美
喜
子

（
水
橋
支
店 

貯
金
兼
貸
出
担
当
）

水
橋
支
店 

貯
金
兼
貸
出
担
当

　
二
股
　
紗
耶
果（

和
合
支
店 

貯
金
担
当
）

【
臨
時
職
員
】

経
済
部 

生
産
資
材
課 
嘱
託

　
川
腰
　
雅
章

（
金
融
共
済
部 

融
資
運
用
課 

嘱
託
）

経
済
部 

燃
料
課 

豊
田
給
油
所 
嘱
託

　
加
藤
　
法
明

（
北
部
支
店 

購
買
担
当 

嘱
託
）

東
部
支
店 

購
買
担
当 

嘱
託

　
土
田
　
隆
一

（
呉
羽
支
店 

購
買
担
当 

嘱
託
）

中
部
支
店 

共
済
担
当 

臨
時

　
寺
前
　
睦
子

（
東
部
支
店 

共
済
担
当 

臨
時
）

中
部
支
店 

貯
金
担
当 

臨
時

　
原
崎
　
菜
愛

（
農
協
会
館
支
店 

貯
金
担
当 

臨
時
）

経
済
部 

生
活
福
祉
課 

臨
時

　
高
畠
　
裕
子

　
　
平
成
三
十
年
二
月
一
日
付

【
定
年
再
雇
用
者
】

営
農
部 

販
売
流
通
課 

嘱
託

　
後
山
　
正
人

（
営
農
部 

版
場
流
通
課 

課
長
待
遇
）

【
定
年
退
職
】

　
新
谷
　
基
次

　
平
成
三
十
年
二
月
二
十
八
日
付

【
依
願
退
職
】

　
浦
野
　
晋
利

　
平
成
三
十
年
二
月
二
十
八
日
付

（
北
部
支
店 

営
農
指
導
員 

針
原
地
区
担
当
）

　
斉
藤
　
智
子

　
平
成
三
十
年
二
月
二
十
八
日
付

（
中
部
支
店 

共
済
担
当 

嘱
託
）

　
御
福
　
み
ど
り

　
平
成
三
十
年
二
月
二
十
八
日
付

（
経
済
部 

生
活
福
祉
課 

臨
時
）

　
宮
田
　
充
記

　
平
成
三
十
年
二
月
二
十
八
日
付

（
八
尾
支
店 

臨
時
）

【
再
雇
用
期
間
終
了
】

　
長
瀬
　
睦
弘

　
平
成
三
十
年
二
月
二
十
八
日
付

（
八
尾
支
店 

渉
外
担
当 

嘱
託
）

人
事
異
動
の
ご
案
内

人
事
異
動
の
ご
案
内
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答え

１…屋根の高さが違
う

４…ウグイスの尻尾
が長い

７…梅の花が咲いて
いる

９…犬の耳が上がっ
ている

10…ファスナーがボ
タンに変わって
いる

カ ダーカカカカカカカカカカカカ ダダダーダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーダダダダダダ
役員会報告　2月23日（金） 開催

JAなのはな概況　（1月31日現在）

◆付議事項
　・定款の一部変更について
　・信用事業規程の一部変更について
　・第2５年度における同一人に対する信用の供与等の
　　最高限度決定について
　・第2５年度における余裕金の運用について
　・第2５年度借入金の最高限度決定について
　・第2５年度事業計画の大綱について
　・第2４回通常総代会付議議案について
　・平成３０年度購買品の取扱手数料について
　・コンプライアンス・プログラムの策定について
　・近代化資金の保証料について
　・貸出について
　・支店運営委員長の委嘱について
◆報告事項
　・１月末残高試算表について
　・１月末各事業実績について（貯金・貸出金・共済・購買）
　・監事監査規程の全部改正について

正 組 合 員 数
准 組 合 員 数
貯 金
預 金
貸 出 金
長期共済保有高
購買品供給高
販売品販売高

5，504人
5，578人

1269億3585万円
1087億9118万円
164億3910万円

2683億6372万円
43億3168万円
32億7695万円

1
2 決算期末監事監査（機械課呉羽営業所・呉羽給油所・グリーンパワー）、

農機具内見会（水橋営業所）

3 農機具内見会（水橋営業所）

4
5 定休日（農産物直売所）

6 決算期末監事監査（中部・機械課水橋営業所・豊田給油所）

7 決算期末監事監査（南部・呉羽）

8 決算期末監事監査（西部・水橋）

9 決算期末監事監査（北部）
女性部決算役員会

10
11
12 定休日（農産物直売所）

決算期末監事監査（和合・生活福祉課・農協会館・販売流通課）

13 決算期末監事監査（生産資材課・農産物直売所）

14 決算期末監事監査（東部）

15 決算期末監事監査（総合機械課・総合自動車課）

16 決算期末監事監査（八尾・旅行センター）

17
18
19 定休日（農産物直売所）

20
21 春分の日

22 女性部総会（本店）

23
24
25
26 定休日（農産物直売所）

27
28
29
30
31

　南米高地に産するものが多く、そのようなものは夏の
暑さに弱いクールタイプといわれます。大きな偽球茎の
先端に幅広い大きな葉をつけるランで、花は三角に整っ
た形のものが多く、見た目でシュンランを思わせます。
落葉性の種では葉が落ちた偽球茎に花をつけます。
　鑑賞価値の高い洋ランとして知られるものも多く、学
名トロイの最後の王プリアモスの娘で美人だったリカス
テに由来します。

表紙説明《リカステ》

２．　７　呉羽梨選果場通常総会　
　 16　女性部役職員懇談会

　 23　役員会
　 26　支店長会議
　 28 決算棚卸

JA日誌JA日誌

まちがいさがしまま
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菜の花
（管内全域

）
こおりもち
（管内全域

） ホウレンソウ
（管内全域

）

野菜紹介

「新鮮・安全・安心」旬の農産物や
切り花など様々な商品があります
ので、近所の方・友人・知人を誘い
合ってご来店下さい。

会　員
募集中

自慢の野菜・花・
加工品を直売所で
売ってみませんか。

「新鮮・安全・安心」

寒の季節の人気商品。新大正もちなど
地元産の餅米でデザインも味もいろい
ろです。

冬の寒さの中栽培される野菜は甘みが
強いのが特徴。アクやクセが少なく、洋
食、和食等どんな料理にもあいます。お
ひたし、煮物、炒め物などにどうぞ。

菜の花料理で一足早く、春を感じて見ま
しょう。葉も茎もおいしくいただけます。
おひたし・和え物・汁物などいろいろ使
えます。

【お問い合わせ先】富山五福ショッピングセンターアリス１階　JAなのはな旅行センター　電話076（439）3336

旅
行
を
楽
し
く
過
ご
す

     
　

 

耳
よ
り
情
報
局

旅 行 代 金

35名様35名様

123,000円123,000円

募 集 人 員 ●最小催行
　人員20名様
●最小催行
　人員20名様

大人お一人様 ４名１室利用大人お一人様 ４名１室利用

３名１室利用の場合 3,000円増３名１室利用の場合 3,000円増

申込金 30,000円（旅行代金に充当致します）申込金 30,000円（旅行代金に充当致します）
２名１室利用の場合 6,000円増２名１室利用の場合 6,000円増

4月20日金4月20日金平成
30年
平成
30年

出　発　日

平成30年3月19日月平成30年3月19日月募集締切日

桜をおいか
け

みちのくへ

世界
遺産
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